
〇京都市の目指す子ども像

〇学校教育目標

（１）目指す子ども像

（２）目指す教職員像

（３）目指す学校像

（４）今年度の重点

〇授業で子どもを育てる。～授業こそ学校教育の柱～

　◆すべての子どもの学力を向上させる。

　　　「わかる授業」は、子どもとの信頼関係を深め、子どもへの最大の教育的援助である。

　　　家庭環境にかかわらず、すべての子どもの可能性を最大限に伸ばす。

　◆学級集団から学習集団へ

　　　皆で学ぶ意味や良さが実感できる授業づくりにより、学習集団へ高める。

知・徳・体を一体的に育む

令和５年度　朱雀第一小学校　教育方針 R5.4.3

よりよく生きるために、自ら考え、行動する子

～「たて」と「よこ」のつながりを大切にした朱一教育～

・進んで学習する子 ・思いやりのある子 ・心も体も元気な子

伝統と文化を受け継ぎ、次代と自らの未来を創造する子ども

「誰一人取り残さないという確固たる信念」「未来社会の創り手となる子どもを育む」

・学習活動の基本となる姿勢（学び

の約束やルール）を確実に身につけ

ることができる。

・基礎的・基本的な知識・技能を取

得し、学習基盤の確立を図ることが

できる。

・自ら課題や疑問点を設定し、調べ、

解決しようとする学習活動を通して、

主体的に取り組む力を身につけるこ

とができる。

・興味・関心をもったことを追究す

るために、計画を立てて実行するこ

・自分から進んであいさつができる。

・共によりよく生きるために、お互い

の生き方や考え方違いを認め合い、そ

のよさを伸ばすことができる。

・きまりやルールの必要性を踏まえ、

自らを律し、行動することができる。

・すべての人がよりよく生活するため

に、進んで仲間と協力し、行動するこ

とができる。

・いじめ等の行為に対して、その解決

の当事者として、行動することができ

る。

・積極的にスポーツや運動に親しみ、

その楽しさや喜びを感じることがで

きる。

・規則正しい生活習慣を身につけた

り、自身の健康保持について考え行

動することができる。

・学校や地域において危険を予測し、

適切に行動することができる。

・心と体の健康のために食選力を身

につけることができる。

確かな学力 豊かな心 健やかな体

使命感と情熱にあふれた教職員

・想像力豊かな教職員（子どもの気持ち、保護者の気持ち、地域のおもい）

・学び続ける教職員（教育に携わる者としての自覚、高い専門性）

・子どもたちの手本となる教職員（行動、言動）

・「つながり」を意識して、共通理解のもと、共通実践できる教職員

・人権意識を高め、一人ひとりの子どもをかけがえのない存在として尊重する教職員

子どもを育てるための具体的な取組のある学校

「取組のないところに、成果はない」

「特別な日の学校より、いつもの学校を大切に」



　◆子どもの力で子どもを育てる。

　　　授業の中で意見交流や練り上げのための話し合いの場面を位置づける。

　◆学びのプロセスを大切にする。

　　　学習したことの価値や意義を自ら確認できる授業展開（ふりかえり・まとめ）

　　　学んだことをアウトプットする場面を設定する。

〇つながりの中で育てる

　◆学級経営から学年経営へ

　　　学年すべての子どもを担任しているという意識へ（学年担任制への移行期）

　　　多様な集団での学びを（課題別グループ、習熟度別グループなど）

　◆異年齢のつながり　　

　　　上級生は、下級生にとって見本となるように行動し、学校をよりよくするためのリーダーシップを発揮する。

　　　下級生は、上級生のよりよい姿にあこがれを抱き、学校をよりよくするためのフォロワーシップを発揮する。

　◆地域、社会とのつながり

　　　生活科や総合的な学習の時間、伝統文化体験などを通して、地域の方との交流を図る。

　　　「社会に開かれた教育課程の実現」に向け、学校運営協議会やＰＴＡを活かした学校づくりの推進

　◆中学校や保育所・幼稚園など就学前施設とのつながり

　　　小中９年間を見通した「よんきゅう絆プロジェクト」の推進

　　　「架け橋プログラム」を基にした就学前施設との連携、交流の促進

「たて」と「よこ」のつながりを大切にした教育実践

（編み込む主体は、「子ども」「教職員」「家庭」「地域」）

学年経営

学校・家庭・地域

教科横断

系統性児童活動 小中・保幼小連携

小小連携

伝統・未来

多様性な価値観


